
都市型災害について （木密地域における燃えないまちづくり） 

・東京都の「地域危険度測定調査」（S50~）などから品川区内における木造住宅密集地域の

改善必要性は昭和後期には認められていた。

・平成初頭には木密地域を対象とした事業が始まる。

・H7.1.17 阪神･淡路大震災を機に市街地の防災性向上が求められる。

・H20.2「地域危険度調査」（第 6 回）において、火災危険度ワースト 10 位に品川区 5 町丁

目がランクイン。

・「木密地域不燃化 10 年プロジェクト」「首都直下地震等による東京の被害想定」などの公

表に伴い、木密地域の改善事業が活発化。

●避難・消火活動等に資する道路の拡幅整備 

●一時集合場所等となる防災広場の設置 

●広域避難場所の入口や避難経路の整備 
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●密集住宅市街地整備促進事業 

 ・旗の台・中延地区 （H1～H31 予定 事業中）

 ・戸越 1・2 丁目地区 （H5～H17 完了）

 ・荏原北地区 （H7～H16 完了）

 ・二葉 3・4 丁目、西大井 6 丁目地区 （H18～H32 予定 事業中）

 ・豊町 4・5・6 丁目地区 （H19～H32 予定 事業中）

 ・東中延 1・2 丁目、中延 2・3 丁目地区 （H19~H32 予定 事業中）

●防災生活圏促進事業 

 ・荏原北・西五反田地区 （H10~H33 予定） →林試の森公園周辺地区

 ・戸越・豊町地区    （H18~H32 予定） →戸越公園周辺地区

●避難道路機能強化事業 

 ・滝王子通り拡幅整備  （H21～H30 予定）

●木密地域不燃化 10 年プロジェクト 

 ・東中延 1・2 丁目、中延 2・3 丁目地区 （H25~H32 予定 先行実施地区）

 ・補助 29 号線沿道地区 （H25～H32 予定）

 ・豊町 4･5･6 丁目、二葉 3･4 丁目、西大井 6 丁目地区 （H25～H32 予定）

 ・旗の台 4 丁目、中延 5 丁目地区 （H25～H32 予定）

 ・戸越 2･4･5･6 丁目地区 （H25～H32 予定）

 ・西品川 2･3 丁目地区（H26～H32 予定）

 ・大井 5･7 丁目、西大井 2･3･4 丁目地区 （H27～H32 予定）

 ・放射２号線沿道地区 （H27～H32 予定）

 ・補助 28 号線沿道地区（H27～H32 予定）

●都市防災不燃化促進事業 

 ・林試の森公園周辺地区(S62～H13 完了) ・補助 26 号線地区（H10～H19 完了）

 ・補助 46 号線品川地区(H15~H24 完了) ・戸越公園一帯周辺地区(H18~H32 予定)
 ・補助 29 号線地区(H28~H37 予定)   ・補助 26 号線その 2 地区(H18～H32 予定)
・補助 29 号線その２地区(H28~H37 予定)    ・滝王子通り地区(H21～H30 予定) 
・補助 28 号線地区(H28~H37 予定) 
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●防災街区整備事業 

 ・荏原町駅前地区     （H23~H28 完了）

 ・中延 2 丁目旧同潤会地区 （H25～H31 予定 事業中）

道路拡幅や防災広場整備など公共施設

の整備に係る取組み 

●木造建築物等の除却に係る費用の一部を助成 

●木造建築物等の除却に伴う引越し費用の一部を助成 

●火災に強い建物にするための費用の一部を助成 

●共同建替え等に対する支援 

木造建築物の除却と火災に強い建物へ

の建て替えを支援する取組み 

品川区における木密整備の足跡 





太字：区施工の下水道施設 細字：都施工の浸水対策施設 ※平成 12 年以降に稼働した施設

都市型災害について（水害対策） 

１ 品川区内の浸水被害と対策事業の成果 

目黒川沿いの五反田一帯や立会川周辺、戸越銀座一体は周囲に比べ地盤が低い

ため、過去多くの水害が発生し、特に平成 11 年 8 月 29 日の集中豪雨（時間最大

77 ミリ）により約 2,800 棟の浸水被害が発生した。 

一方、区と都は様々な浸水対策を進め、平成 25 年 7 月 23 日の集中豪雨（時間

最大 74 ミリ）では約 60 棟の浸水被害が発生したが、以前と比べ大幅に被害は軽

減した。 

２ 浸水対策事業 

２．１ ハード対策（河川、下水道の整備） 

河川の洪水調節池や下水道の貯留管等の「貯留施設による対策」と、下水道雨

水幹線等の「バイパス管による対策」により、浸水対策を実施している。 

  このうち区は、昭和 61 年より下水道事業を受託し、平成 12 年からは「雨水整

備クイックプラン」を都と連携して進めるなど、対策を積極的に進めている。 

○区内の主な浸水対策施設 

浸水被害箇所 貯留施設による対策 バイパス管による対策 

目黒川流域 目黒川荏原調節池（河川） 

目黒川左岸調整池 

目黒川雨水バイパス管 

第 1～第 3 ルート 

東品川幹線
※

目黒川右岸バイパス管
※

目黒川右岸雨水幹線
※

戸越・西品川地区 戸越幹線貯留管
※

西品川公園雨水調整池
※

第二戸越幹線（施工中）

立会川流域 荏原雨水調整池 

鈴ヶ森公園雨水調整池
※

立会川幹線バイパス管 

第二立会川幹線
※

立会川雨水放流管（施工中） 

浜川幹線（施工済・未稼働） 

２．２ ソフト対策（情報発信・水防訓練等） 

水害に備えるソフト対策としては、浸水ハザードマップの作成・公表や、目黒

川・立会川におけるリアルタイムでの水位情報の提供など行っている。 

また、水防活動能力の向上を図るため、消防・町会など関係機関との合同水防

訓練等を実施している。 
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防災まちづくり部河川下水道課 

品川区浸水ハザードマップ 河川水位情報 合同水防訓練 

品川区浸水被害箇所図 

主な浸水箇所 














